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警告  

注 意  

※ 

補足  

安全に関する記号 記号の意味 

一般情報に関する記号 

●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、あなたや他の人々の危

 表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）

●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。 

●

● 取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の

●

●

● 守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）
●

現場でブラケットや継手を組付け・締結する場合は、施工後に締結具合を必ず確認してください。締結不良

コンクリート（またはモルタル）には、塩分を含む砂（海砂）および塩素系や強アルカリ系のコンクリート
用混和剤（凍結防止剤、凝固促進剤、急結剤など）は使用しないでください。使用するとアルミなどの金属

フェンスは隣地との境界を示す目的で設置するものです。転落防止を目的とした防護柵や歩行補助を目的と

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。

間仕切りフェンス
（ハイスクリーンフェンスA型・B型・C型・D型）

C303
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■梱包明細表�

名　　称�

主柱 1

略　　図� 員 数�

C303_200308A

�主柱（T-12） 
名　　称�

フェンス本体 1

略　　図� 員 数�
�フェンス 

名　　称�

角柱 1

略　　図� 員 数�
�角柱（T-12） 

名　　称�

端柱 
 

1

略　　図� 員 数�
�端柱（T-12） 

名　　称�

上桟ジョイント 
 
 
下桟ジョイント金具 
 
 
柱キャップ 
 
 
注意シール 
 
 
クッション材 ※ 
 
�-� φ4×10 トラスタッピンネジ3種 D=8  
�-� φ4×10 トラスタッピンネジ1種 D=8 
取付説明書（C303） 
取扱説明書（UC007） 

1 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
1 
 
2 
3 
1 
1

略 図�
員 数�

端柱部品セット�

�主柱・端柱部品セット 
名　　称�

上桟連結ジョイント角柱用 
 
 
下桟連結ジョイント角柱用 
 
 
柱キャップ 
 
 
コーナージョイントキャップ右 
 
 
コーナージョイントキャップ左 
 
 
クッション材 ※ 
 
�-� φ4×10サラタッピンネジ1種 D=6 
�-� φ4×10トラスタッピンネジ1種 D=8  
 

2 
 
 
2 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
1 
 
9 
8

略　　図� 員 数�
�角柱部品セット 

フ
ェ
ン
ス
を
揺
す
っ
た
り
、
乗
っ
た
り
、 

寄
り
か
か
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

2 
 
 
2 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
2 
 
4 
5 
－ 
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主柱部品セット�

－ 
－ 

回転軸・柱芯 
1981.9

49.1 40 59.7

柱芯  々
2016.4

柱芯  々
2000

60°
～1
80°
 

1. 基本寸法図�

● 柱の施工は、基本寸法図どおりに正確に施工してください。フェンス本体が組付かなくなるおそれが
あります。 

ポイント�

主柱 
回転軸 

角柱 

道
路
側�

家
　
側�

※ 上桟カバーにガタつきがある場合に使用します。 
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● 

 

 

● 

柱の内部にモルタルを詰めたりしないで
ください。柱が腐食し強度低下の原因に
なります。 
柱に取付けてあるモルタル防止金具や柱
補強材を外さないでください。 

1

2

3

フェンス本体に上桟ジョイントを�-�で、
下桟ジョイント金具を�-�で取付けてくだ
さい。 
主柱および端柱に、1の上桟ジョイントと
下桟ジョイント金具を差込んでください。 
柱キャップを主柱および端柱に�-�で取付
けてください。 

注意  

● 施工後・水抜き孔をシール等でふさがな
いでください。ふさいでしまうと柱の腐
食や溜まった水が凍結して破裂するおそ
れがあります。 

注意  

● 施工時に上桟カバーのガタつきが気にな
る場合は、上桟カバーと上桟の間にクッ
ション材を上桟端部より50mm程度の位置
に貼ってください。（図2-1参照） 

● 柱施工時にはレベル孔とG.L.の位置関係
を図（※1）のようにしてください。 

18
0

G.L.

G.L. （※1） 

80
11
20

12
00

柱芯  々
2000

2. 本体の取付け�
2-1 ストレート部�

上桟ジョイント 

柱キャップ 

上桟カバー 

上桟クッション材 

上桟 

下桟ジョイント金具 

フェンス本体 

主柱 

端柱 

�-�φ4×10 
トラスタッピンネジ3種 

ポイント�
フェンス本体 

端柱 主柱 

レベル孔 
水抜き孔 

刻印 

�-�φ4×10 
トラスタッピンネジ1種 

家　側�

�-�φ4×10 トラスタッピンネジ1種 

補足  

図2-1

50mm程度 



角柱本体 

角柱ジョイント 

取説コード 

C303
200308A_1006
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3. 注意シールの貼付け�

● 注意シールは、施主様に安全に使用して
いただくために必要です。 

2. つづき�

フ
ェ
ン
ス
を
揺
す
っ
た
り
、
乗
っ
た
り
、 

寄
り
か
か
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
枠
内
の
シ
ー
ル
を
フ
ェ
ン
ス
家
側
の 

目
立
つ
位
置
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

注 意  

● 角柱ジョイントには左右がありますので、
取付けに注意してください。 

2-2 コーナー部�

1角柱ジョイントに上桟連結ジョイント角柱
用と下桟連結ジョイント角柱用を�-�で取
付けてください。 

2角柱ジョイントを上に引抜き、上桟連結ジョ
イント角柱用と下桟連結ジョイント角柱用
をフェンス本体に差込み、�-�で取付けて
ください。 

1必ず注意シールをフェンス本体または柱家
側の目立つ位置に貼ってください。 

3

4

5

2でフェンス本体に取付けた角柱ジョイン
トを、角柱本体に差込んでください。 
 
コーナージョイントキャップ右とコーナー
ジョイントキャップ左を角柱ジョイントに
差込んでください。 
 
柱キャップを角柱に差込み、�-�で固定し
てください。 フェンス本体 

下桟連結ジョイント 
角柱用 

�-�φ4×10 
サラタッピンネジ1種 D=6

�-�φ4×10 
サラタッピンネジ1種 D=6

ポイント�

�-�φ4×10 
トラスタッピンネジ1種 D=8

柱キャップ コーナージョイントキャップ右 

コーナージョイントキャップ左 

上桟連結ジョイント 
角柱用 

角柱ジョイント 

角柱本体 

取説コード

C303
QLH57685A

200308A＿1006
201108B＿1042

取説コード

C303
QLH576849

200308A_1006
201108B_1042

取説コード

C303
QLH576853B
200308A_1006
201210C_1042

QLH576853C
200308A_1006
201607D_1049 




